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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。本

協
会
員
並
び
に
消
防
関
係
者
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
を
迎
え
ま
す
ま
す

御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

協
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
平
素
か
ら
皆

様
の
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
着
実

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員

の
皆
様
は
じ
め
役
員
御
一
同
様
の
た
ゆ
み
な

い
御
努
力
の
賜
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
は
、
自
然
環
境
、
都
市
構
造
と
も
に

変
化
を
重
ね
、
消
防
・
防
災
に
と
り
ま
し
て

も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
環
境
が
続
く
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

日
立
市
防
災
協
会
は
、
真
に
豊
か
な
地
域

社
会
を
目
指
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
消

防
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
御
支
援

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

日
立
市
防
災
協
会

 

会
長　

長
山　

洋
三

謹 

賀 

新 

年
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新
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹

ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
の
ご
活
躍
に
対

し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
長
野
県
南
部
を
震

源
と
す
る
地
震
を
は
じ
め
、
台
風
に

よ
る
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、

自
治
体
や
地
域
の
防
災
体
制
が
問
わ

れ
る
災
害
が
多
発
し
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
日
立
市
に
お
い

て
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
大
き
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
火

災
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

あ
る
識
者
は
、「
消
防
と
は
未
来
社

会
の
負
の
部
分
に
対
応
す
る
シ
ス
テ

ム
」
で
あ
り
、「
ど
の
よ
う
な
社
会
に

な
ろ
う
と
も
、
大
規
模
地
震
や
高
齢

化
、
多
様
化
、
国
際
化
の
も
た
ら
す

負
た
る
諸
問
題
に
科
学
技
術
の
粋
を

集
め
て
対
応
し
、
安
心
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
が
使
命
」

と
説
い
て
い
ま
す
。
常
に
新
た
な
る

観
点
か
ら
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
皆

様
と
も
ど
も
手
を
携
え
て
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
べ
く
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
干
支
は 

戌 

で
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

　

ま
さ
か
自
分
が
も
う
還
暦
な
ど
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
実
に
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

今
更
で
す
が
、
慌
て
ず
騒
が
ず
に
、

じ
っ
く
り
と
周
囲
を
見
渡
し
な
が
ら
、

少
し
く
ら
い
は
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

淡
々
と
過
ご
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

　

10
年
前
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開
始

し
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
も
10
回

位
参
加
し
ま
し
た
。
走
っ
て
い
る
と
、

雑
事
を
忘
れ
、
迷
惑
を
か
け
ず
に
自

己
中
心
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
周
囲
の
世
界
に
溶
け
込
ん
で
、

そ
の
街
が
だ
ん
だ
ん
好
き
に
な
っ
て

き
ま
す
。
今
後
も
無
理
を
せ
ず
、
怪

我
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
70
～
80

歳
ま
で
走
れ
る
よ
う
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

戌
年
を
迎
え
今
年
で
48
歳
に
な
り

ま
す
。
消
防
人
生
も
来
年
度
に
24
年

目
と
な
り
、
人
生
の
半
分
を
過
ご
し

て
き
た
消
防
は
、
家
庭
よ
り
！
？
居

心
地
の
良
い
！
？
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
に
も
長
い
期
間
、
肉
体

的
、
精
神
的
に
キ
ツ
イ
仕
事
に
打
ち

込
ん
で
き
た
私
の
今
年
の
抱
負
は

「
！
！
！
！
」
心
の
内
に
秘
め
て
、
自

分
の
足
か
せ
と
せ
ず
、
い
つ
も
通
り

の
自
分
で
進
ん
で
生
き
た
い
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

日立市消防本部
消防長　志賀 宏郎

戌
年
の
特
徴

　『
誠
実
で
真
面
目
』

ＪＸ金属(株)日立事業所

河原 哲夫さん

昭和３３年生まれ

消防本部 臨港消防署

佐藤 誉之さん

昭和４５年生まれ

中央ゼッケン16が河原さん

向かって右が佐藤救命士

ご家族の皆さまと
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一
つ
課
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
一

年
毎
に
後
輩
が
増
え
て
行
き
、
立
場

的
に
指
導
、
管
理
す
る
機
会
が
急
増

し
て
い
る
事
で
す
。
良
い
仕
事（
活
動
）

を
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
普
段

の
職
場
環
境
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
風
通
し
が
良

い
職
場
を
目
指
し
て
日
々
精
進
で
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

救
急
救
命
士
を
任
命
さ
れ
て
３
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
よ
り
一
層
、
知

識
と
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
に
、
訓
練
･
研
修
な
ど
積
極
的

に
参
加
し
、
先
輩
･
後
輩
そ
し
て
何

よ
り
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
よ

う
、
こ
の
１
年
間
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
も
昨
年
よ
り
充
実
し
た
１
年
間
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

前
々
か
ら
日
本
各
地
を
旅
行
し
、

春
夏
秋
冬
の
様
々
な
景
色
や
神
社
仏

閣
な
ど
を
観
光
す
る
の
が
マ
イ
ブ
ー

ム
で
す
。
去
年
は
草
津
温
泉
、
芦
ノ

牧
温
泉
、
東
山
温
泉
、
松
島
温
泉
へ

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
京

都
や
北
海
道
な
ど
を
旅
行
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
景
色
･
建
物
の
風
情

を
観
光
す
る
こ
と
や
温
泉
に
浸
か
り

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

昨
年
は
、
庁
内
意
見
発
表
会
や
救

助
隊
養
成
試
験
な
ど
、
様
々
な
事
に

挑
戦
し
た
一
年
で
し
た
。
こ
の
こ
と

は
自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
事
に
挑
戦
す
る
こ

と
で
気
力
・
体
力
を
練
磨
し
、
市
民

の
皆
様
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
「
勇
往
邁
進
」
全
力
で
職
務

を
全
う
し
ま
す
！

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

私
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
休
み
を
活

用
し
て
行
っ
て
い
る
「
サ
ー
フ
ィ
ン
」

で
す
。
内
気
な
自
分
に
は
、
職
場
の

同
期
や
先
輩
方
、
海
で
出
会
う
人
達

と
の
「
サ
ー
フ
ィ
ン
」
を
通
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
楽
し

く
、
積
極
的
に
な
れ
る
重
要
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
新
年
の
抱
負
】

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
30
年
の
新
年
が
始
ま
り
、
年

齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
月
日
が
経

つ
の
が
は
や
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
、
本
年
１
月
４
日
の
誕
生
日
を

持
っ
て
60
歳
と
な
り
、「
還
暦
」
を
迎

え
ま
し
た
。

還
暦
と
は
「
こ
れ
ま
で
の
人
生
を

振
り
返
り
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
気
持

ち
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
切
る
年
」
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
年
を

迎
え
、
今
後
の
生
き
方
や
社
会
的
な

役
割
、
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
、
い
ろ

い
ろ
な
思
い
が
走
馬
灯
の
ご
と
く
頭

を
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
０
歳
（
１
９
５
８
年
）
昭

和
33
年
、
干
支
は
戌
で
、
時
代
背
景

は
岩
戸
景
気
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
始

ま
っ
た
年
、
一
万
円
札
が
発
行
さ
れ

た
年
で
「
一
万
円
札
と
言
え
ば
聖
徳

太
子
」、
昭
和
59
年
（
１
９
８
５
年
）

福
沢
諭
吉
に
代
わ
る
ま
で
、
お
札
と

駅
前
街
頭
広
報

消防本部 日立消防署

米倉 義博さん

昭和５７年生まれ

消防本部 多賀消防署

大津 健史さん

平成６年生まれ

消防本部 予防課

椎名 光寿さん

昭和３３年生まれ

防火衣着装！ヨシ！

私が、あなたのところへ
駆けつけます！！
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言
え
ば
聖
徳
太
子
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
年
代
で
す
。

「
東
京
タ
ワ
ー
」
は
昭
33
年
12
月
生

ま
れ
、「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
も
同
い

年
、
こ
の
年
に
大
流
行
し
た
お
も
ち
ゃ

と
い
え
ば
、「
フ
ラ
フ
ー
プ
」、
本
田

技
研
工
業
か
ら
発
売
さ
れ
た
「
ス
ー

パ
ー
カ
ブ 

Ｃ
１
０
０
」
と
い
う
名
の

オ
ー
ト
バ
イ
、
今
な
お
現
役
、
ス
タ

イ
ル
も
そ
の
ま
ま
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
年
、
富
士
重
工
業
か

ら
「
ス
バ
ル
３
６
０
」、
通
称
て
ん
と

う
虫
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

12
歳
（
１
９
７
０
年
）
昭
和
45
年 

よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
、
24
歳

（
１
９
８
２
年
）
昭
和
57
年
フ
ジ
テ
レ

ビ
「
笑
っ
て
い
い
と
も
」
放
送
開
始
、

36
歳
（
１
９
９
４
年
）
平
成
６
年
日

本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士 

向
井
千

秋
さ
ん
宇
宙
へ
、48
歳
（
２
０
０
６
年
）

平
成
18
年
映
画
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』（
第

30
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
作

品
賞
等
５
冠
）、
あ
っ
と
い
う
間
に
還

暦
の
年
、
60
歳
（
２
０
１
８
年
）
平

成
30
年
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

日
々
振
り
返
る
と
、
仕
事
柄
多
く

の
人
に
力
を
借
り
、
助
け
ら
れ
感
謝
・

感
謝
の
毎
日
で
す
。
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
の
役
に
立
つ
よ
う
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
日
々
感
謝
の

言
葉
を
忘
れ
ず
に
。

【
マ
イ
ブ
ー
ム
】

マ
イ
ブ
ー
ム
、
そ
れ
は
継
続
し
今

も
変
わ
ら
ず
保
持
し
楽
し
ん
で
い
る

も
の
。

１
９
７
２
年
に
ス
ズ
キ
（
株
）
か

ら
販
売
さ
れ
た
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｎ
と
い

う
名
の
１
２
５
ｃ
ｃ
の
オ
ー
ト
バ

イ
、
そ
し
て
、
本
田
技
研
工
業
か
ら

１
９
７
３
年
に
販
売
さ
れ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ　

Ｖ
Ａ
Ｎ
と
い
う
名
の
３
６
０
ｃ

ｃ
の
軽
自
動
車
、
青
春
を
謳
歌
し
た

１
９
７
０
年
代
か
ら
、
共
に
過
ご
し

年
輪
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

最
近
は
共
通
の
趣
味
の
友
が
集
ま

り
、
愛
車
を
眺
め
薀
蓄
を
語
り
な
が

ら
、
の
ん
び
り
と
休
日
を
過
ご
す
、

こ
れ
が
こ
こ
数
年
の
マ
イ
ブ
ー
ム
と

し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
頑
張
る
ぞ
、
Ｈ
Ｏ
Ｐ
・　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
・
Ｖ
Ａ
～
Ｎ

７
月
19
日
（
水
）
日
立
市
民
会
館

に
お
い
て
、
茨
城
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
主
催
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
は
一
般
取
扱
所
対
象
で

３
８
８
名
（
う
ち
日
立
市
内
事
業
所

２
１
１
名
）
の
受
講
が
あ
り
、
午
後

は
給
油
取
扱
所
対
象
で
86
名
（
う
ち

日
立
市
内
事
業
所
23
名
）
の
受
講
が

あ
り
ま
し
た
。

７
月
20
日
（
木
）
北
茨
城
市
の
五

浦
観
光
ホ
テ
ル
別
館
大
観
荘
で
開
催

さ
れ
、
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
協
会
長

以
下
23
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
及
び
平
成
29
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
予
算
（
案
）・
分
担
金
の
額
見

直
し
（
案
）
並
び
に
役
員
一
部
改
選

（
案
）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

志
賀
消
防
長
（
日
立
市
）、
菊
地
消

防
長
（
高
萩
市
）
が
新
た
に
理
事
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
会

お台場旧車天国2017会場にて

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

給油取扱所の部 一般取扱所の部
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９
月
８
日
（
金
）
消
防
拠
点
施
設

３
階
講
堂
に
お
い
て
、
市
内
小
中
学

校
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
５
３
７
作
品

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
甲
乙
付
け
難
い
出
来

栄
え
で
審
査
員
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

各
部
門
か
ら
選
出
し
た
12
の
入
賞

作
品
は
、
茨
城
県
幼
少
年
婦
人
防
火

委
員
会
が
主
催
す
る
「
第
35
回
火
災

予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
推

薦
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
秀
賞
】

〇
小
学
生
低
学
年
の
部

坂
本
小　

３
年　

鴫
原 

歩
波
さ
ん

【
佳
作
】

〇
小
学
生
低
学
年
の
部

坂
本
小　

３
年　

近
江 

優
衣
さ
ん

〇
小
学
生
高
学
年
の
部

中
小
路
小
６
年　

桑
原 

悠
さ
ん

河
原
子
小
５
年　

菊
池 

蒼
空
さ
ん

〇
中
学
生
の
部

駒
王
中　

３
年　

古
跡 

歩
里
さ
ん

泉
丘
中　

１
年　

佐
藤 

駿
さ
ん

金
賞　

坂
本
小
３
年　

鴫
原　

歩
波

銀
賞　

櫛
形
小
２
年　

石
川　

海
七
渡

銅
賞　

豊
浦
小
３
年　

佐
藤　

珈
凜

佳
作　

坂
本
小
３
年　

近
江　

優
衣

金
賞　

中
小
路
小
６
年　

桑
原　

悠

銀
賞　

豊
浦
小
４
年　

渡
邉　

陽
斗

銅
賞　

河
原
子
小
５
年　

菊
池　

蒼
空

佳
作　

油
縄
子
小
４
年　

大
津　

悠
叶

【審査員】長山会長、松本･煙山各副会長、八幡部会長、
今橋消防団長、橋本女防会長、高信次長、
椎名予防課長

火
災
予
防ポ

ス
タ
ー
審
査
会

小
学
校
　
低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

小
学
校
　
高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

力作揃いで審査員を悩ませました
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金
賞　

駒
王
中
３
年　

古
跡　

歩
里

銀
賞　

坂
本
中
２
年　

飯
島　

京
子

銅
賞　

平
沢
中
２
年　

椎
名　

由
梨

佳
作　

泉
丘
中
１
年　

佐
藤　

駿

９
月
16
日
（
土
）
日
立
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
新
都
市
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
豊
浦
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
に
一
日
消
防
、
警
察
各
署
長
と
し

て
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
立
市
防
災
協
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、

（
株
）
太
陽
防
設
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、

防
災
物
品
の
展
示
と
、
防
災
啓
発
品

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
９
月
24
日
（
日
）「
第
68

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
県
北
地
区
大
会
」
が
日
立
市
消
防

本
部
拠
点
施
設
訓
練
場
に
て
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
県
北
地
区
９
市
町

村
（
日
立
市
･
常
陸
大
宮
市
･
常
陸

太
田
市
･
高
萩
市
･
北
茨
城
市
･
ひ

た
ち
な
か
市
･
那
珂
市
･
東
海
村
･

大
子
町
）
の
代
表
チ
ー
ム
の
参
加
に

よ
り
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
８
チ
ー

ム
」「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
８
チ
ー

ム
」
が
出
場
し
、
競
技
を
実
施
し
ま

し
た
。
日
立
市
か
ら
は
、「
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
」
に
第
21
分
団
（
十
王
町

友
部
）、「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」

に
第
６
分
団
（
田
尻
町
）
が
出
場
し
、

見
事
に
両
チ
ー
ム
優
勝
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
選
手
賞
に
は
、「
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
」
か
ら
佐
々
木
雄

司
選
手
（
２
番
員
）、
遠
藤
卓
也
選
手

（
４
番
員
）、「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」

か
ら
、
土
岐
美
麿
選
手
（
指
揮
者
）

の
３
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、第
21
分
団
は
11
月
25
日
（
土
）

県
立
消
防
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
26
回
全
国
消
防
操
法
大
会

茨
城
県
代
表
選
考
会
に
出
場
し
、
第

５
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

市
民
生
活
安
全

　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
民
生
活
安
全

　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

20172017

第
68
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
県
北
地
区
大
会

鈴木日立消防署長から１日消防署長の
委嘱状が交付されました

消防自動車は、子供たちに大人気です

日立市防災協会の出展ブース消防キャラクター「消太くん」
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【
県
北
大
会
結
果
】

〇
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

１
位　
　

日
立
市

　

２
位　
　

大
子
町

　

３
位　
　

常
陸
大
宮
市

　

敢
闘
賞　

那
珂
市
･
常
陸
太
田
市

　
　
　
　
　

 
ひ
た
ち
な
か
市
･
高
萩

市
･
北
茨
城
市

〇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

１
位　
　

日
立
市

　

２
位　
　

東
海
村

　

３
位　
　

那
珂
市

　

敢
闘
賞　

北
茨
城
市
･
大
子
町
･

　
　
　
　
　

 

高
萩
市
･
常
陸
太
田
市

･
常
陸
大
宮
市

10
月
24
日
（
火
）
消
防
拠
点
施
設

３
階
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
研
修
会
は
、
気
象
庁
水
戸

地
方
気
象
台
、
防
災
管
理
官
の
石
田

康
二
さ
ん
か
ら
「
防
災
気
象
情
報
と

そ
の
利
用
」
の
演
題
で
ご
講
演
を
い

た
だ
き
、
日
常
で
役
に
立
つ
気
象
の

知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
立
消
防
署
救
急
隊
の
皆

様
か
ら
救
急
活
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
展
示
し
て
い
た
だ
き
、
迅

速
か
つ
緻
密
な
救
急
活
動
の
様
子
に
、

参
加
者
の
皆
様
か
ら
感
嘆
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
（
木
）
か
ら
始
ま
る
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
、

初
日
の
９
日
朝
、
Ｊ
Ｒ
日
立
駅
中

央
口
前
広
場
並
び
に
エ
ス
カ
ル
ロ
ー

ド
で
、
多
く
の
通
勤
・
通
学
客
に
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
マ
ス
ク
を
配

布
し
な
が
ら
、
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 駅

前
街
頭
広
報

第６分団　小型ポンプ操法

救急活動のシミュレーション

第21分団　ポンプ車操法

左から　若山救命士・野口救命士
　　　　生江司令補

多くの皆様にご参加いただきました

（株）宮内石油　宮内恵子 様 日立駅長　堀田吉栄　様

防
災
研
修
会

水戸地方気象台
防災管理官

石田 康二 様
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寒
空
の
下
、
早
朝
よ
り

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
一
社
）
日
本
善
行
会
が
主
催
す
る

平
成
29
年
度
秋
季
善
行
表
彰
式
に
お

い
て
、
日
立
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
（
橋
本
弘
子
会
長
以
下
13

ク
ラ
ブ
・
２
９
１
名
）
が
善
行
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
11
月

25
日
（
土
）
明
治
神
宮
参
集
殿
に
お

い
て
執
り
行
わ
れ
、
橋
本
弘
子
会
長

以
下
14
名
に
て
出
席
し
ま
し
た
。

11
月
30
日
（
木
）
日
立
・
北
部
各

消
防
署
か
ら
推
薦
さ
れ
た
４
事
業
所

を
対
象
に
、
十
王
地
区
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
員
、
予
防
課
員
の
協
力
の
下
、

各
事
業
所
の
施
設
・
設
備
の
維
持
管

理
状
況
等
の
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
協
力
事
業
所
名
（
順
不
同
）

◆（
株
）カ
ワ
チ
薬
品 

田
尻
店

◆
茨
城
県
立
国
民
宿
舎 

鵜
の
岬

◆（
株
）シ
ョ
ウ
エ
イ

◆（
株
）吉
田
石
油
日
立
中
央
給
油
所

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
て
の

事
業
所
様
が
優
良
で
し
た
。

４
事
業
所
様
並
び
に
審
査
員
の
皆

様
、
お
忙
し
い
中
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
化
・
安
全
審
査
会

野田商事（株）　山本 大 様

参加者の皆様

（株）ショウエイ様にて

（株）吉田石油
　　日立中央給油所様にて

茨城県立国民宿舎
鵜の岬様にて

日
立
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
が
善
行
表
彰
を
受
賞
！

栄えある受賞
おめでとうございます！
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東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

日
立
駅
長　

堀
田　

吉
栄　

【
常
磐
線
の
品
川
駅
直
通
】

２
０
１
５
年
３
月
14
日
、
上
野
東

京
ラ
イ
ン
開
通
に
よ
り
常
磐
線
は
東

京
駅
乗
入
れ
・
品
川
駅
ま
で
延
伸
さ

れ
、
茨
城
県
・
福
島
県
浜
通
り
エ
リ

ア
に
居
住
す
る
皆
さ
ま
に
は
利
便
性

が
大
き
く
向
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
10
月
14
日
に

は
、
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し

て
、
日
立
市
内
の
駅
を
発
車
す
る
「
特

急
ひ
た
ち
・
と
き
わ
」
の
上
り
列
車

の
す
べ
て
が
品
川
駅
ま
で
直
通
運
転

す
る
こ
と
に
な
り
、
東
海
道
新
幹
線

へ
の
乗
り
換
え
や
渋
谷
方
面
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た

他
、
特
急
と
き
わ
87
号
は
品
川
駅
が

始
発
（
21
時
45
分
発
）
に
な
る
と
と

も
に
、
上
野
駅
の
発
車
時
刻
が
30
分

繰
り
下
が
っ
た
こ
と
で
（
ダ
イ
ヤ
改

正
前
は
上
野
駅
21
時
30
分
発
→
改
正

後
22
時
00
分
発
に
変
更
）
ビ
ジ
ネ
ス

や
観
光
等
東
京
で
の
滞
在
時
間
が
長

く
な
り
（
商
談
後
の
軽
く
一
杯
！
）

大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
便
利
に
な
る
常

磐
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
立
駅
開
業
１
２
０
周
年
】

日
立
駅
は
、
２
０
１
６
年
２
月
25

日
に
開
業
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
１
８
９
７
年
（
明
治
30
年
）
に
、

日
本
鉄
道
株
式
会
社
磐
城
線
と
し
て

水
戸
～
平
（
現
い
わ
き
駅
）
間
が
開

業
し
、
日
立
市
内
で
は
大
甕
駅
、
下

孫
駅
（
現
常
陸
多
賀
駅
）、助
川
駅
（
現

日
立
駅
）
川
尻
駅
（
現
十
王
駅
）
が

誕
生
し
ま
し
た
。
更
に
、
１
９
１
０

年
（
明
治
43
年
）
に
は
小
木
津
駅
が

開
業
し
て
現
在
の
駅
所
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

常
磐
線
の
歴
史
は
、
１
９
０
６
年

（
明
治
39
年
）
日
本
鉄
道
株
式
会
社

が
日
本
国
有
鉄
道
（
国
鉄
）
に
な
り
、

１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
線
路
名

称
が
制
定
さ
れ
常
磐
線
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
Ｓ
Ｌ
（
蒸
気
機
関
車
）

等
が
主
流
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
勝
田
～

高
萩
間
が
交
流
電
化
し
、
そ
の
後
徐
々

に
電
車
が
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
４
月
日

本
国
有
鉄
道
は
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
、
現
在
の
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
が
発
足
し
ま

し
た
。

開
業
１
２
０
年
の
間
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
親
し
ま
れ
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 【
２
０
２
０
年
春
】

３
･
11
東
日
本
大
震
災
で
は
、
常

磐
線
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
そ
し
て
ご
利
用
さ
れ
る
お
客

さ
ま
に
も
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

６
年
経
過
し
た
現
在
で
も
福
島
県

の
富
岡
駅
～
浪
江
駅
間
が
不
通
の
ま

ま
で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
運
転
再
開

が
待
た
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

の
影
響
か
ら
、
現
地
の
作
業
員
の
皆

さ
ま
は
「
見
え
な
い
放
射
能
」
と
戦

い
な
が
ら
一
歩
一
歩
と
鉄
路
を
つ
な

ぎ
伸
ば
し
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
常
磐
線
い
わ

き
以
遠
の
北
方
に
位
置
す
る
た
め
ご

存
じ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

か
と
思
い
ま
す
が
、
未
だ
こ
ち
ら
の

住
民
の
皆
さ
ま
は
転
居
等
を
余
儀
な

く
さ
れ
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
に
戻
れ

な
い
方
々
が
大
勢
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
弊
社
で
は
最
大

限
の
力
を
発
揮
し
て
放
射
能
の
低
減

化
を
図
り
、
２
０
２
０
年
春
の
常
磐

線
全
線
開
通
に
向
け
昼
夜
を
問
わ
ず

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
工
事
中
の
常
磐
線
富
岡
駅
～

浪
江
駅
間
が
開
通
し
全
線
開
通
し
た

際
に
は
、
私
も
乗
車
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
日
立
市
民
の
皆
さ
ま

も
是
非
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

リ
レ
ー
放
談

常磐線不通区間の
工事状況

旧駅舎
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◇
日
時

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

◇
場
所

日
立
市
平
和
通
り

◇
内
容

・
式
典
、
パ
レ
ー
ド

・
助
川
ば
や
し
、
市
民
み
こ
し

・
木
遣
り
歌
、
ま
と
い
振
り
、

　

は
し
ご
乗
り

・
和
太
鼓
演
奏

 　
（
い
し
ま
ち
認
定
こ
ど
も
園
）

・
鼓
笛
隊
ド
リ
ル

　
（
認
定
こ
ど
も
園
お
ぎ
つ
幼
稚
園
）

・
特
別
救
助
隊
訓
練
公
開

◇
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部 

総
務
課

電
話
０
２
９
４
-24
-０
１
１
９

◇
日
時　

平
成
30
年
２
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

17
時
開
場
・
18
時
開
演

◇
場
所　

多
賀
市
民
会
館

◇
講
師　

石
田
千
惠
子
さ
ん

（
大
家
族
石
田
さ
ん
チ
の
お
母
さ
ん
）

※
後
日
、
会
員
事
業
所
様
優
先
に
て
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

●
日
立
市
開
催

開
催
日
＝
平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）

会
場
＝
日
立
市
民
会
館

種
別
＝
一
般
・
給
油

【
郵
送
受
付
】

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）
か
ら

平
成
30
年
１
月
10
日
（
水
）
ま
で

【
現
地
受
付
】

平
成
30
年
１
月
11
日
（
木
）

10
時
00
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

日
立
市
消
防
拠
点
施
設

　
　
　
　
　
　

２
階
消
防
団
室

○
消
防
設
備
士
試
験

●
後
期

試
験
日
＝
平
成
30
年
３
月
３
日
（
土
）

会
場
＝
水
戸
市 

茨
城
大
学

願
書
受
付
期
間

〇
電
子
申
請

平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）
か
ら

平
成
30
年
１
月
21
日
（
日
）
ま
で

〇
書
面
申
請

平
成
30
年
１
月
12
日
（
金
）
か
ら

平
成
30
年
１
月
24
日
（
水
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

〇
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

電
話
０
２
９-

３
０
１-

７
８
７
８

〇
消
防
設
備
士
試
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
支
部

電
話
０
２
９-

３
０
１-

１
１
５
０

（
故
）
鉾
田　

絜　

様

　
　
　
（
株
）
ほ
こ
た

　
　
　
　
　

日
立
ホ
テ
ル
ク
レ
イ
ン

※
当
協
会
で
は
、
随
時
入
会
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
声

掛
け
に
つ
き
ま
し
て
、
御
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

日
立
市
消
防
出
初
式

防
災
講
演
会

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

石田千惠子さん（左端）とご家族の皆様

石田千惠子さん


